
2025年度  第4回 

社会的養護を必要とする子どものアドボカシー 

2025 年 10 月 31 日～２０２６年 1 月 16 日 
 

子どもアドボカシーとは、子どもが自分の思いや意志を自ら話せるように支援したり、子ど

もが表現できる環境を整えたりします。必要な場合には、子どもの依頼又は承諾を得て、子

どもの思いや意見を代弁することです。 

この講座は、子どもアドボカシー基礎講座を修了した方が、特に社会的養護・養育における

子どもアドボカシーについてより深く専門的に学ぶための講座です。この専門講座終了認定

後に実践講座に進むことができます。あなたも子どもの側に立つ「子どもアドボケイト」をめ

ざしてみませんか。 
  

共催：特定非営利活動法人三重県子ども NPO サポートセンター・子どもアドボカシー学会 

お問合せ：特定非営利活動法人三重県子ども NPO サポートセンター 

     三重県津市大里窪田町 2709-1 

         子どもアドボカシーe-mail：miekencenter@gmail.com 

         TEL:059-232-0270 

  

対象 子どもアドボカシー基礎講座の終了認定を受けた方。 

定員 60 名程度 

開催方法 全講座オンライン（ZOOM）開催  

テキスト 
各回ごとに資料等があります。各自ダウンロードしてご用意ください。 

資料代は受講料に含まれます。 

受講料 

 一般:12,000 円  

ユース（30 歳未満）：6,000 円  

※入金方法 

ゆうちょ銀行口座：特定非営利活動法人三重県子ども NPO サポートセンター 

【ゆうちょ銀行から振込】 記号：12290  番号：33318481 

【他の金融機関から振込】店名：二二八（ニニハチ） 

店番：228 普通預金 3331848 

お申込み 

 下記の URL からお申込みください。 

 https://forms.gle/WEcQfUcWmQfZXr9F7 

申込締め切り:2025 年 10 月 23 日（木） 

©2022 JSCAS. All Rights Reserved 
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2025 年度 子どもアドボカシー専門講座 日程 

 

◎の講座は、事前に YouTube 動画を視聴してください 

No 開催日時 講座名 講師 

0 
10/31

（金） 

19:00～

19:30 
オリエンテーション  

1 
19:30～

20:45 

◎国・自治体で検討されている 

アドボケイトの役割  
堀 正嗣  
（熊本学園大学） 

2 
11/7 

（金） 

19:30～

20:45 

◎一時保護所の子どもたちと 

アドボカシー  
栄留 里美 
（西南学院大学） 

3 
11/14

（金） 

19:30～

21:30 

社会的養護当事者・経験者が 

もとめるアドボカシー  
山本 愛夢 
（社会的養護経験者） 

4 
11/21

（金） 

19:30～

20:45 

◎児童相談所がかかわる 

子どもたちとアドボカシー  
藤林 武史 
（西日本こども研修センターあかし） 

5 
11/28

（金） 

19:30～

21:30 

社会的養護の子どもアドボカシー

にかかわる法律・制度の理解  
昇 慶一 
（大阪常盤会大学） 

6 
12/5 

（金） 

19:00～

20:00 

◎社会的養護を必要とする 

子どもの心の理解  
山口 有紗 
（小児科専門医子どものこころ専門医） 

7 
12/12

（金） 

19:30～

20:45 

◎児童福祉施設の理解と 

アドボカシー  
谷口 由希子 
（名古屋市立大学） 

8 
12/19

（金） 

19:30～

20:45 
◎里親制度と子どもアドボカシー 

山本 真知子 
（大妻女子大学） 

9 
12/26

（金） 

19:30～

20:45 

◎社会的養護を必要とする 

障害児のアドボカシー  
鳥海 直美 
（四天王寺大学） 

10 
2026 年 

1/16（金） 

19:30～

21:30 
レポート発表、振り返り、質疑応答 

堀 正嗣  
（熊本学園大学） 

 

 

修了認定について 

  ・すべての講座の受講が必要です。 

  ・3 講座以内の欠席であれば、事前動画視聴とレポート提出（第 3，5 講座を除く）の上、当日の録

画を視聴してレポートを提出すれば、終了認定を受けることが可能です。 

・事前動画視聴後、講座受講後それぞれにレポート（200 字程度）の提出が必要です。 

   ※②の講義は事前動画視聴がありません。講座終了後に受講レポート提出になります。 

・9 回までの講座受講後、修了レポート（2000 字程度）の提出が必要です。 

 

修了認定評価ポイント 

・対象とする子どもの気持ちや思いを理解しているか 

・対象とする子どもの置かれている状況とアドボカシーの必要性を理解しているか 

・対象とする子どもとかかわる法律・制度・社会資源を理解しているか 

・出席状況。原則として全ての講座への出席が必要です。(動画視聴による補講を含む） 

 

 


